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需要の絶えないポリエチレン包装資材
手加工の良さを未来に伝えていく

Q 自社の魅力は何ですか？
当社は、ポリエチレン素材を使った業務用の包装資材、

物流資材の製造販売を主に手掛けています。袋であるな

らば基本的にどんなものでも対応できますが、特にパレッ

トカバーや大型袋、特殊袋は全国で上位の取り扱い実

績があります。珍しいものでは活きたウナギを入れる袋

を作っており、全国の産地から「使い勝手がいい」と好

評。品質やコスト面で他社より優位に立ち、トップシェア

を誇っています。

これらの製品を生み出す原動力は、斬新なアイデアに

よる提案力と、最新鋭の機械や匠の技による技術力に

あると自負しています。納期や緊急対応など、大企業で

は難しい小回りが利くところも魅力です。お客様から直

接相談を持ち掛けられる案件が非常に多く、月単位で異

なる製品を提案することも。用途は工業製品から食料品

まで多岐にわたり、商圏も全国に広がっていますね。
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昭和 43 年12月4日生まれ、52 歳。
福岡県出身。前職は総合建築業で現場監督として勤め、34 歳で㈱ビッグ・
インテックの工事部に入社。その後、関連会社社長を経て、49歳で代表取
締役に就任。現場監督の経験から現場を第一に考え、代表となった今でも自
ら現場に足を運ぶ。趣味は長年続けているゴルフ。

手作業による製品検査の様子。機械加工か手加工か、大ロットか小ロットか、通常環境加工
かクリーンルーム加工か、顧客のニーズに合わせて生産方法や検査方法は柔軟に変わる。

Q 普段から大切にしていることは何ですか？
従業員の働きやすさですね。休日確保や懇親を深め

る社内行事の企画など福利厚生面に力を入れ、職場環

境改善にも可能な限り耳を傾けています。ただし、あま

り快適さが行き過ぎると、発想力や創意工夫の意識が低

減してしまう恐れがあり、ストイックな部分を残しつつバ

ランスを図っています。なお、2020 年は従業員の健康管

理を経営的な視点で実践しているとして、経済産業省の

制度「健康経営優良法人 2020」に認定されました。

ここまで働く環境に気を配る理由は、当社では手加工

を最も大切な作業と位置付けているからです。特殊袋な

ど、機械でできない多品種小ロットのものを他社で断ら

れ、当社に相談に訪れるお客様は非常に多くいらっしゃ

います。こうした依頼は従業員のモチベーションアップに

もつながりますね。
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Q やりがいを感じることは何ですか？
やはり独自のアイデアや製法で、世の中に貢献できて

いると実感が得られたときですね。従業員の努力が報わ

れた、とホッとします。では、どこでどう貢献できるのか？

実はそれについて多くを語ることはできません。袋やカ

バーとはいえ、その形状や用途等について、お客様と秘

密保持契約を結ぶ案件が数多くあります。逆に、お客様

から依頼を受けた製品について、当社の製法等を外部に

漏らさないようお願いすることも。表舞台に立たない袋で

も、お客様からとても助かったとご報告を受けたときが、

貢献できたと実感できる瞬間なのです。

Q 将来の事業ビジョンは？
5G のスマホ、有機 ELテレビ、電気自動車等 、々世

の中のモノはどんどん進化し、従来では考えられなかっ

た姿に変化を遂げていく可能性があります。しかし、そ

れを入れる袋、それに掛けるカバーは、今後も必ず需要

があり、名バイプレーヤーとして存在し続けるはずです。

私たちの原点は「変えてはいけないものと変えるべき

もの」という基本思想。大量生産ができる製品はどんど

ん自動化を進め、私たちもその投資を惜しみません。し

かし、手加工でなければできない製品は今後も必ず残る

でしょう。例えば、100 年も経てば、ポリエチレン特殊

袋の手加工は、着物や竹細工のように伝統文化になって

いるかもしれません。そんな思いを従業員と共有しつつ、

お客様の要望に向き合っていくつもりです。

　明朗快活、謙虚誠実、心身健康、創意工夫。求めることを挙
げればキリがありませんが、ここぞという仕事の一瞬に、このよ
うな長所が自分らしさとして自然に表現されればよいと思います。
　コロナ禍の中、当社も予想の範囲内でしたが、売上のマイナス
がありました。売上が減ったということは、今までどおりの働き
方をすると時間が余るということです。その時間をどう有効に使
うのか、そういうことを考えられる人がいいですね。また、当社
は手加工が占める割合が比較的高く、お客様も従業員一人ひとり
の “匠の技 ”を頼って仕事を依頼してきます。その思いにどう応え
るか、自分なりに考えながら答えを出してもらいたいです。

仕事をしながら
常に考える姿勢を忘れない人

蓑輪　忠温
み の わ

東ポリ株式会社　代表取締役社長

昭和 45 年 9月21日生まれ、50 歳。
大学卒業後、大手電機メーカーに就職。約 2年半、人事の仕事に携わる。そ
の後、将来の事業承継のために東ポリの主要取引先に転職。営業として11年
勤務。平成18 年10月、東ポリに入社。同 20 年、専務取締役、翌年、代表
取締役社長に就任。趣味はスポーツ観戦と、気の合う仲間とお酒を飲むこと。
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